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　11月中旬に２日間にわたって開催され、毎年、大勢の
参加者が晩秋のへんろ道ウォークを楽しみます。初日
は、宿毛市から御荘地域の第40番札所観自在寺までの
21.5㎞、２日目は内海地域から宇和島市へと続く13㎞を
歩きます。トレッキング終了後に行われる俳人、夏井い
つきさんの句会ライブも好評を博しています。

愛南町﹁トレッキング・ザ・空海あいなん﹂
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四
国
四
県
町
村
長
・
議
長
大
会
を
開
催

四
国
四
県
町
村
会
・
町
村
議
会
議
長
会
　

　

大
会
は
、
原
本
県
町
村
議
会
議
長
会
長
の
開

会
の
こ
と
ば
の
の
ち
、
上
村
本
県
町
村
会
長
の

あ
い
さ
つ
が
あ
っ
た
後
、
別
掲
の
「
宣
言
」
を

決
定
し
た
。
次
い
で
来
賓
の
知
事
（
原
副
知
事

代
理
出
席
）、
赤
松
県
議
会
議
長
、
藤
原
全
国
町

村
会
長
及
び
飯
田
全
国
町
村
議
会
議
長
会
長
の

各
来
賓
か
ら
懇
篤
な
祝
辞
が
あ
っ
た
後
に
協
議

に
入
っ
た
。

　

ま
ず
、
森
口
香
川
県
町
村
議
会
議
長
会
長
を

議
長
に
選
出
し
た
後
に
提
出
議
題
の
審
議
に
入

り
、
甲
岡
鬼
北
町
長
が
説
明
し
た
「
地
方
創
生

の
推
進
及
び
一
億
総
活
躍
社
会
の
実
現
に
向
け

て
」
や
「
南
海
ト
ラ
フ
地
震
対
策
等
、防
災
・
減

災
対
策
の
充
実
強
化
に
つ
い
て
」、「
四
国
地
方

の
交
通
基
盤
等
の
整
備
促
進
に
つ
い
て
」、「
農

林
水
産
業
・
地
域
の
活
力
創
造
に
つ
い
て
」
の

4
議
案
を
、
ま
た
、
別
掲
の
決
議
と
特
別
決
議
、

さ
ら
に「『
四
国
八
十
八
箇
所
霊
場
と
遍
路
道
の

世
界
遺
産
登
録
』
に
つ
い
て
」
の
共
同
ア
ピ
ー

ル
を
本
県
の
清
水
愛
南
町
長
が
説
明
し
、
い
ず

れ
も
満
場
一
致
で
決
定
し
国
の
関
係
省
庁
や
国

会
議
員
へ
提
出
す
る
こ
と
と
し
、
大
会
の
幕
を

閉
じ
た
。

　

引
き
続
き
記
念
講
演
に
移
り
、
四
国
の
持
つ

魅
力
や
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
広
く
全
国
に
発
信
し

よ
う
と
、
伊
予
鉄
道
株
式
会
社
の
清
水
一
郎
社

長
か
ら
「
四
国
の
観
光
戦
略
に
つ
い
て
」
と
題

し
、
ま
た
、
中
村
時
広
愛
媛
県
知
事
か
ら
「
サ

イ
ク
リ
ン
グ
ア
イ
ラ
ン
ド
四
国
を
目
指
し
て
」

と
題
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
講
演
が
あ
り
、
こ
れ
を

聴
講
し
た
。

　

な
お
、
議
事
終
了
後
に
出
席
者
全
員
に
よ
る

意
見
交
換
会
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
、
出
席
者
の

交
流
が
図
ら
れ
た
。

　四国四県町村会と同町村議会議長会は、₉月29日㈭午後₂時から松山全日空ホテル
で「四国四県町村長・議長大会」を本県当番により開催した。
　これは四県の連携をより強化するための大会で、四国四県57町村から町村長及び議
長ら約160人が出席し、盛大に開催された。

開会のことばを述べる原本県議長会長あいさつを述べる上村本県町村会長
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宣　　　言

　本格的な人口減少社会が到来し、現在の合計特殊出生率が続けば人口は減り続け、地域活力が失われるとともに、近い将来、
我が国は衰退する恐れがある。既に地方においては、急速な少子・高齢化の進展、大都市圏への人口流出により、地域活力が
衰えつつある。
　この困難な状況を打破し、明るく希望に満ちた未来を切り拓いていくために我々町村にできることは、それぞれの地域が持
つ多種多様な自然、そこに暮らす人の営み、そこから生まれた風習や伝統文化を大切にしながら、新たな価値を生み出し魅力
ある地方を創生していくことである。
　この四国には、四国八十八箇所霊場をはじめ世界に誇れる独自の歴史・文化が根づいているほか、西日本で最高峰の石鎚山
など数多くの美しく豊かな自然がある。しかも周囲を海に囲まれた四国は、北に多島美の瀬戸内海、西に美しいリアス式の宇
和島、南に雄大な太平洋、東に潮流の早い鳴門海峡と、他の地域にない恵まれた立地条件にある。
　こうした地域特性や資源を生かし、我々は、なんとしても、この流れに歯止めをかけなければならず、日本の創生につなが
る町村の各種取り組みに対して、政府に強力な支援を求めるものである。
　我々、四国57町村長と議長は、人々がふるさとに誇りを持ち、今日より明日がより良い未来であることを実感できる地域社
会を実現するため、持てる限りの英知と努力を傾注することを、ここに誓うものである。
　以上、宣言する。
　　平成28年₉月29日
	 　　　　　四国四県町村長・議長大会　

中村時広愛媛県知事

「共同アピール」  清水愛南町長

清水一郎伊予鉄道㈱社長

提案説明する甲岡鬼北町長

提　出　議　題 説　明　者

1　地方創生の推進及び一億総活躍社会の実現に向けて
2　南海トラフ地震対策等、防災・減災対策の充実強化について
3　四国地方の交通基盤等の整備促進について
4　農林水産業・地域の活力創造について

愛媛県鬼北町長　　甲岡　秀文
徳島県神山町議長　樫本　雄一
香川県宇多津町長　谷川　俊博
高知県馬路村議長　五味　隆仁
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参議院選挙の合区の見直しに関する特別決議

　第24回参議院議員通常選挙は、憲政史上初めて合区で行われたが、地方の自立・活性化を図るために必要な、地方の意見を
国政に反映させる機会と権利を失わせる結果となった。
　とくに、投票率が全国的に横ばいの中、合区とされた「徳島県及び高知県」選挙区では両県とも全国で最も低いレベルの投
票率となり、人口減少などから危機に瀕した地方の民意を国政に反映させるうえで、深刻な課題を残したと言わざるを得ない。
　今回の選挙において、両県民の投票意欲を喪失させた主因は、「一票の格差」の是正のみを目指し、選挙区として都道府県単
位で果たしてきた役割を無視した小手先の弥縫策として実施された「合区」の導入にあり、今後、「合区」の継続と拡大は、都
市住民の意向が尊重される一方、地方住民の参政意欲を失わせることにつながりかねず、ひいては我が国の民主主義の根幹を
揺るがす事態に陥るものである。
　今一度、国会においては、我が国の民主主義における選挙区としての都道府県が果たしてきた役割を尊重した参議院選挙制
度改革の議論を興し、参議院の選挙制度を地方の意見も国政に反映される仕組みとすべきである。
　ついては、広範な国民世論を背景として、合区による選挙制度を見直し、法律のみならず憲法の改正も視野に入れて、都道
府県単位による代表が国政に参加する仕組みを構築されるよう強く要望する。
　以上決議する。
　　平成28年₉月29日
	 　　　　　四国四県町村長・議長大会　

「四国八十八箇所霊場と遍路道」に関する共同アピール
　「四国八十八箇所霊場と遍路道」は、徳島県・高知県・愛媛県・香川県の四県をつなぐ、空海ゆかりの八十八箇所霊場をルー
プ状に巡る全長1400㎞の壮大な寺院巡拝である。
　この巡拝は、古くから一般庶民に定着し、それを地域社会が「お接待」と呼ばれるおもてなしの心で支えている。
　遍路の基となる「思想・信仰」、実践する「場」、さらにそれを支える「地域」の₃者が一体となった「遍路文化」は、空海
が四国霊場を開創したとされる西暦815年から、1200年の長きにわたり脈々と受け継がれてきた。
　こうした「遍路文化」は、日本国内、さらには世界的に見ても、普遍的価値のあるもので、人類全体の遺産として次代に引
き継いでいくべきであり、まさに、世界文化遺産にふさわしいものと考える。
　この ｢四国八十八箇所霊場と遍路道」の特性である、八十八箇所霊場とそれを繋ぐ遍路道の全てが揃って個性ある価値を発
揮することを踏まえ、国に対して長大なエリアに及ぶ生きた文化遺産として、保存・継承できるよう強く要望する。
　また、平成27年には、地域活性化を図ることを目的とした「日本遺産」に「四国遍路」が認定され、さらに先月８日には、世界
文化遺産登録を目指す四国四県や関係58市町村らが、登録の前提となる国内暫定リスト入りに向け、文化庁に対して構成資産の保
護措置や普遍的価値の証明などを盛り込んだ提案書を提出したところである。
　我々もまた、今後、「四国八十八カ所霊場と遍路道」の世界遺産登録に向け、さらに関係者と緊密に連携しながら一層の機運の
醸成に積極的に取り組むとともに、すべての人を温かく受け入れてきた本来の四国遍路の素晴らしさを幅広く周知するなど、一体
となって取り組むことを強くアピールする。
　　平成28年₉月29日
	 　　　　四国四県町村長 ･議長大会　

決　　　議

₁　地方創生を推進し、一億総活躍社会を実現すること
₁　南海トラフ地震対策等、防災・減災対策の充実強化を図る
こと
₁　四国地方の交通基盤等の整備促進すること
₁　農林水産業の振興対策及び農山漁村の活性化対策を強化
すること

　　以上決議する。

　　　平成28年₉月29日
	 　　　　四国四県町村長 ･議長大会　
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各町の伝統行事！

い
わ
ぎ
桜
ま
つ
り

●
場
所
／
岩
城
島

●
実
施
時
期
／
4
月
３
～
10
日

ふ
る
さ
と
夜
市

●
場
所
／
弓
削
島
（
弓
削
港
周
辺
）

●
実
施
時
期
／
8
月
上
旬

秋
祭
り

●
場
所
／
弓
削
島
各
地
区
、佐
島
、

　
　
　
　
　
　

生
名
島
、岩
城
島
、魚
島

●
実
施
時
期
／

10
月
１
～
２
日
頃（
魚
島
）

　
　

８
～
９
日
頃（
生
名
島
、岩
城
島
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
島
、土
生
）

　
　

15
～
17
日
頃（
上
弓
削
、久
司
浦
）

　
　

14
～
16
日
頃（
下
弓
削
）

　
　

22
～
23
日
頃（
引
野
、明
神
）

【
概　

要
】

　

岩
城
島
の
中
央
に
そ
び
え
る
積
善
山
に
は
、
麓
か

ら
山
頂
ま
で
の
登
山
道
沿
い
に
３
千
本
を
超
え
る
桜

が
古
く
か
ら
植
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　

山
頂
展
望
台
か
ら
は
、
3
6
0
度
の
大
パ
ノ
ラ
マ

が
広
が
り
、
天
気
の
良
い
日
に
は
四
国
山
脈
や
中
国

山
脈
、
瀬
戸
内
海
の

島
々
が
一
望
で
き
ま

す
。

　

そ
し
て
、
桜
の
開

花
時
期
に
合
わ
せ
、

毎
年
、
桜
ま
つ
り
が

盛
大
に
開
催
さ
れ
て

お
り
、
和
太
鼓
演
奏

や
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス

ト
等
、
多
彩
な
催
し

が
行
わ
れ
、
町
内
外

か
ら
の
多
く
の
人
で

賑
い
ま
す
。

【
概　

要
】

　

弓
削
港
周
辺
を
会
場
と
し
て
行
わ
れ
る
夏
の
一
大

イ
ベ
ン
ト
。

　

会
場
内
に
は
、
町
内
各
島
か
ら
島
自
慢
の
地
元

特
産
品
等
を
販
売
す
る
露
店
が
軒
を
連
ね
、
特
設
ス

テ
ー
ジ
で
は
太
鼓
演
奏
や
浴
衣
コ
ン
テ
ス
ト
、
お
楽

し
み
抽
選
会
等
の
催

し
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

お
祭
り
の
フ
ィ

ナ
ー
レ
は
弓
削
港
内

か
ら
打
ち
上
げ
ら
れ

る
迫
力
満
点
の
花

火
大
会
で
す
。
間
近

で
見
ら
れ
る
と
評
判

を
呼
び
、
帰
省
客
だ

け
で
な
く
、
こ
の
夜

市
に
合
わ
せ
て
訪
れ

る
観
光
客
も
多
く
、

年
々
盛
り
上
が
り
を

み
せ
て
い
ま
す
。

【
概　

要
】

　

10
月
は
上
島
町
の
お
祭
り
月
間
。

　

毎
週
末
ど
こ
か
の
地
区
で
お
祭
り
が
行
わ
れ
、
島

中
祭
り
一
色
に
な
り
ま
す
。

　

奴
行
列
や
獅
子
舞
、
担
き
比
べ
等
、
各
島
各
地
区

ご
と
に
特
色
が
あ
り
見
ど
こ
ろ
満
載
で
す
。

　風土、文化に育まれた各町では、地域ごとに特色あるお祭りや、さ
まざまな伝統行事等が執り行われています。
　このため本会では、各町の特色ある伝統行事等を訪問し合い、地
域ならではの催しに触れたり、それぞれの歴史や伝統を肌で感じる
機会を設けるために「各町の伝統行事」をまとめています。
　そこで本号から「各町の伝統行事」を逐次、紹介していきます。
　まず、上島町と久万高原町です。

上 島 町
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各町の伝統行事！

川
瀬
歌
舞
伎

●
場
所
／
演
技
で
き
る
施
設
の
あ
る
場
所
等

　
　
　
　
（
久
万
高
原
町
直
瀬
地
区
で
活
動
）

●
実
施
時
期
／
不
定
期
で
公
演
。依
頼
等
に
よ

り
上
演
す
る
こ
と
も
あ
る
。

﹁
石
鎚
山
﹂お
山
開
き

●
場
所
／
久
万
高
原
町
（
土
小
屋
付
近
）

●
実
施
時
期
／
7
月
１
日
か
ら
10
日

久
万
山
御
用
木
ま
つ
り

●
場
所
／
久
万
高
原
町
役
場
本
庁
及
び
商
店

●
実
施
時
期
／
8
月
第
１
土
曜
日

【
概　

要
】

　

川
瀬
歌
舞
伎
は
、
現
在
、
県
内
で
唯
一
残
る
農
村
歌

舞
伎
で
あ
り
、
県
の
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

明
治
期
ご
ろ
か
ら
農
閑
期
の
娯
楽
と
し
て
始
ま
り
、

昭
和
36
年
、「
川
瀬
歌
舞
伎
保
存
会
」
が
結
成
さ
れ
、
現

在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

会
員
は
、
30
歳
代
～
80
歳
代
に
至
る
老
若
男
女
が
在

籍
し
、
主
に
三
つ
の
演
題
を
演
じ
て
い
ま
す
。

　

公
演
は
、
地
元
公
民
館
ま

つ
り
、
町
文
化
協
会
発
表
会

ほ
か
町
外
に
お
い
て
も
依

頼
に
よ
り
行
っ
て
い
ま
す

が
不
定
期
で
す
。

　

平
成
28
年
度
に
つ
い
て

は
町
文
化
協
会
発
表
会
で

公
演
予
定
で
す
。

【
概　

要
】

　
「
石
鎚
山
」
は
日
本
七
霊
山
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
、
今

か
ら
1
3
0
0
年
ほ
ど
前
に
、
役
小
角
（ 

え
ん
の
お
づ

ぬ 

）
が
修
験
場
と
し
て
開
山
し
た
と
さ
れ
る
、
石
鎚
連

峰
の
中
核
を
成
す
山
で
す
。

　

頂
上
に
至
る
登
山
道
は
、
鎖
の
か
か
る
断
崖
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
毎
年
７
月
１
日
か
ら
10
日
間
開
催
さ
れ

る
「
石
鎚
山
お
山
開
き
大
祭
」
に
は
、
全
国
各
地
か
ら

多
く
の
参
拝
者
な
ど
が
集
ま
り
賑
わ
い
ま
す
。

　

こ
の
大
祭
は
「
石
鎚
神
社
頂
上
社
」
を
中
心
に
「
中

宮
成
就
社
」・「
土
小
屋
遙
拝
殿
」・「
口
之
宮
本
社
」
の

四
社
に
お
い
て
執
り
行
わ
れ
て
お
り
、「
仁
」「
智
」「
勇
」

の
順
に
、
３
体
の
ご
神
像
を
白
装
束
の
氏
子
ら
が
担
い

で
険
し
い
山
道
を
登
り
ま
す
。
そ
し
て
、
山
頂
の
「
頂

上
社
」
に
到
着
す
る
と
「
ご
神
像
拝
戴
」
と
呼
ば
れ
る

神
事
を
行
い
、
１
年
間
の
無
病
息
災
を
祈
願
し
ま
す
。

　

な
お
、
石
鎚
山
の
女
人
禁
制
は
、
時
代
の
趨
勢
に
よ

り
、
現
在
は
７
月
１
日
の
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

【
概　

要
】

　

松
山
城
の
築

城
に
あ
た
り
、
久

万
山
か
ら
そ
の
用

材
を
調
達
し
た
と

い
う
故
事
に
基
づ

き
、
林
業
後
継
者

や
商
工
業
者
が
中

心
と
な
っ
て
昭
和

59
年
か
ら
始
め
ら

れ
た
ま
つ
り
で
す
。

　

本
町
駐
車
場

か
ら
久
万
高
原
町

役
場
ま
で
の
商
店

街（
約
5
5
0
ｍ
）

を
、
約
６
ｍ
の
丸

太
を
担
い
で
一
気

に
走
り
抜
け
る
タ

イ
ム
レ
ー
ス
で
す
。

　

参
加
者
は
衣

装
や
演
出
も
自

由
で
、
女
性
丸
太

レ
ー
ス
・
男
性
本

命
丸
太
等
が
あ
り

ま
す
。

久万高原町
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９
月
の
会
と
催
し

▽
1
日
＝
愛
媛
県
市
町
総
合
事
務
組
合
職

員
採
用
試
験
受
付
開
始

▽
2
日
＝
県
後
期
高
齢
者
広
域
連
合
と
の

打
合
せ

▽
5
日
＝
内
外
情
勢
調
査
会
松
山
支
部
懇

談
会
、県
・
市
町
健
康
相
談（
巡
回
相
談
）

▽
6
日
＝
中
四
国
消
防
ブ
ロ
ッ
ク
会
事
前

打
ち
合
わ
せ

▽
7
日
＝
全
国
簡
易
水
道
協
議
会
平
成
28

年
度
第
2
回
理
事
会
並
び
に
第
1
回
事

務
局
長
会
議
、
災
害
共
済
事
務
連
絡
会

議
▽
8
日
＝
全
国
町
村
会
政
務
調
査
会
行
政

委
員
会
、
全
国
町
村
会
理
事
会
・
都
道

府
県
町
村
会
長
会

▽
14
日
＝
過
疎
対
策
担
当
職
員
研
修
会

（
15
日
ま
で
）、
災
害
共
済
関
係
事
業
等

加
入
推
進
及
び
火
災
予
防
運
動
等
関
係

事
務
打
合
会
、
第
2
回
宝
く
じ
の
活
性

化
に
係
る
意
見
交
換
会

▽
23
日
＝
オ
ー
タ
ム
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
販

売
促
進
Ｐ
Ｒ
活
動

▽
27
日
＝
社
会
福
祉
法
人
愛
媛
県
社
会
福

祉
協
議
会
第
2
0
6
回
理
事
会

▽
28
日
＝
平
成
27
年
度
四
国
四
県
町
村

長
・
議
長
大
会
運
営
協
議
会
・
同
大
会

編
集
後
記

　

四
国
四
県
町
村
長
・
議
長
大
会
が
、
今

年
は
本
県
当
番
に
よ
り
松
山
市
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
四
国
の
す
べ
て
の
町
村

長
と
議
長
が
一
堂
に
集
ま
る
全
国
で
唯
一

の
大
会
で
あ
り
、
各
県
持
ち
回
り
で
開
催

し
、
今
回
で
六
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　

町
村
長
、
議
長
そ
れ
ぞ
れ
役
割
は
違
い

ま
す
が
、
各
町
村
の
振
興
発
展
を
目
指
す

と
い
う
目
標
は
同
じ
で
す
。議
事
で
は
、こ

れ
か
ら
の
四
国
の
未
来
に
思
い
を
馳
せ
た

諸
案
件
に
つ
い
て
熱
心
な
協
議
が
重
ね
ら

れ
ま
し
た
。
本
大
会
を
通
じ
て
、
四
国
の

町
村
長
、
議
長
が
、
強
い
絆
で
結
ば
れ
た

こ
と
、
ま
た
、
な
ん
と
か
大
過
な
く
大
会

を
終
え
た
こ
と
を
当
番
県
と
し
て
、
と
て

も
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

◇

　

大
会
で
は
、「
四
国
八
十
八
箇
所
霊
場
と

遍
路
道
」
に
関
す
る
共
同
ア
ピ
ー
ル
の
ほ

か
、「
参
議
院
選
挙
の
合
区
の
見
直
し
に
関

す
る
特
別
決
議
」
を
行
い
ま
し
た
。

　

難
し
い
こ
と
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
そ

も
そ
も
「
一
票
の
格
差
」
と
は
な
ん
で

し
ょ
う
か
。
国
連
を
見
て
下
さ
い
。
人
口

が
多
い
国
も
少
な
い
国
も
同
じ
一
票
で
す
。

こ
れ
を
ど
う
考
え
る
の
か
。
誰
か
教
え
て

く
れ
ま
せ
ん
か
。

　

こ
れ
か
ら
も
都
会
の
人
口
は
増
え
、
地

方
の
農
村
は
減
り
続
け
る
で
し
ょ
う
。
人

口
の
比
率
の
み
で
定
数
を
配
分
し
て
い
く

こ
と
が
果
た
し
て
正
し
い
こ
と
な
の
か
。

そ
れ
で
国
全
体
が
豊
か
に
発
展
し
て
い
く

の
で
し
ょ
う
か
。
大
き
な
疑
問
と
心
配
を

覚
え
ま
す
。

　

縮
小
し
た
幸
せ
な
国

　

雨
が
降
ら
ず
、水
が
め
を
心
配
さ
せ
、取

水
制
限
に
陥
っ
て
い
た
時
が
嘘
の
よ
う
な

首
都
圏
を
は
じ
め
、
秋
雨
前
線
と
次
々
と

襲
来
の
台
風
に
よ
る
雨
雲
は
列
島
を
襲
っ

た
。
雨
量
は
一
時
間
に
1
0
0
㍉
を
超
し
、

数
日
で
軽
く
1
か
月
分
の
大
雨
で
あ
る
。

何
処
も「
観
測
史
上
」の
肩
書
き
が
つ
く
凄

ま
じ
い
豪
雨
。
息
も
で
き
な
い
よ
う
な
重

い
降
雨
。『
水
は
貴
重
で
必
要
不
可
欠
な
も

の
で
あ
る
が
、過
ぎ
た
る
は
…
適
当
に
…
』

願
い
た
い
。
天
の
雨
神
様
を
恨
め
し
く
思

わ
せ
た
9
月
の
集
中
豪
雨
で
あ
っ
た
。

　

さ
て
、
我
が
国
の
総
人
口
に
占
め
る
65

歳
以
上
の
人
口
が
、
7
％
を
占
め
て
「
高

齢
化
社
会
」
と
称
さ
れ
た
の
は
、
今
か
ら

46
年
前
で
あ
っ
た
。
14
％
を
超
し
「
高
齢

社
会
」
と
な
っ
た
の
は
平
成
6
年
で
あ
る
。

平
成
19
年
に
は
21
％
を
超
し
て
「
超
高
齢

社
会
」
と
な
っ
た
。昨
年
の
国
勢
調
査
（
速

報
）で
は
26
．7
％
を
占
め
る
。
3
4
6
1

万
人
が
65
歳
以
上
で
あ
る
（
総
務
省
人
口

推
計
）。

　

平
均
寿
命
は
男
性
が
80
．79
歳（
世
界
第

4
位
）、
女
性
が
87
．05
歳
（
香
港
に
次
い

で
世
界
第
2
位
）。
肝
心
な
健
康
寿
命
は
、

男
性
が
約
71
歳
、
女
性
が
約
74
歳
と
い
う
。

　

古
今
東
西
、
特
に
名
と
財
を
成
し
た
人

間
が
最
後
に
追
い
求
め
た
「
不
老
長
寿
・

不
老
不
死
」
の
薬
は
無
し
。
今
日
も
例
外

な
く
、
人
は
順
繰
り
に
平
等
（
早
い
・
遅

い
の
差
が
あ
る
の
は
現
世
の
運
命
。）に
生

命
の
幕
引
き
を
す
る
中
で
、
長
寿
は
、
慶

ば
し
い
。

　

一
方
、
高
齢
者
増
加
に
よ
る
医
療
、
年

金
な
ど
社
会
保
障
費
の
対
応
は
、
将
来
に

向
け
て
極
め
て
深
刻
で
あ
る
。
生
産
年
齢

層
の
減
少
は
厳
し
い
、
半
世
紀
も
前
か
ら

こ
の
高
齢
・
少
子
化
の
流
れ
は
、
社
会
現

象
と
し
て
見
込
み
想
定
内
の
は
ず
。
学
者

自
認
の
諸
氏
は
、
問
題
点
で
な
く
解
決
に

ど
ん
な「
対
応
策
」を
研
究
、
実
現
可
能
な

「
論
文
」を
発
表
し
て
来
た
の
で
あ
ろ
う
…
。

　

超
高
齢
社
会
の
我
が
国
は
、「
人
」の
資

源
し
か
な
い
世
界
第
3
位
の
経
済
国
で
あ

る
。
9
月
19
日「
敬
老
の
日
」を
機
に
、
老

人
を
敬
う
こ
と
よ
り
高
齢
者
を
活（
生
）か

す
た
め
へ
の
路
線
に
変
更
し
て
み
て
は
如

何
。
ま
ず
今
後
は
、
高
齢
者
を
65
歳
以
上

と
線
引（
基
準
）称
す
る
の
で
な
く
70
歳
以

上
に
変
更
。そ
の
5
歳（
年
）分
を
希
望
者
・

就
業
時
間
・
報
酬
を
勘
案
し
た
余
剰
労
働

力
と
し
て
、
高
齢
者
の
生
き
が
い
に
マ
ッ

チ
さ
せ
た
活
用
を
す
る
。
高
齢
者
の
潜
在

一

筆

力
を
利
用
す
べ
き
時
代
は
、
高
度
な
技
術

流
出
を
防
ぎ
、
豊
富
な
経
験
を
各
分
野
で

活
か
す
。
そ
の
対
価
と
し
て
、
年
金
、
税

金
等
に
そ
れ
な
り
の
プ
ラ
ス
が
生
じ
る
。

　

と
も
か
く
我
が
国
は
、
列
島
が
地
震
等

予
測
出
来
な
い
自
然
と
共
存
し
、
狭
い
国

土
に
在
る
。
進
行
す
る
超
高
齢
社
会
と
人

口
減
少
社
会
。
他
国
か
ら
の
労
働
力
移
民

受
け
入
れ
は
、
我
が
国
民
性
か
ら
共
住
が

難
し
い
。『
縮
小
さ
れ
よ
う
と
も
』安
全
で

平
和
な
『
幸
せ
な
国
』
と
な
れ
ば
良
で
あ

ろ
う
…
。

�

　
　
（
Ｔ
）

 

「
私
の
人
生
の
規
則
は
、
仕
事
を
喜
び
た

ら
し
め
、
喜
び
を
私
の
仕
事
た
ら
し
め

る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
」

　
（
ア
ー
ロ
ン
・
バ
ー　

米
国
の
政
治
家
）

　

新
町
長
紹
介

　

8
月
28
日
任
期
満
了
に
伴
う
久
万

高
原
町
長
選
挙
が
行
わ
れ
、
投
票
の

結
果
、
新
人
の
河
野
忠
康
氏
が
当
選

さ
れ
た
。

　

久
万
高
原
町
長

　
　
　
河こ

う

　
野の

　
忠た

だ

　
康や

す

　
氏
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「病気」を補償し、ご安心をお届けする制度です。

団体医療保険全国町村
議会議員

新・団体医療保険（医療保険基本特約・疾病保険特約セット団体総合保険）

【保険契約者】
全国町村議会議員互助会

【取扱代理店】
株式会社　まちむら
〒102-0082　東京都千代田区一番町25番地　全国町村議員会館3階
TEL 03-3264-6830　FAX 03-3264-8308

【引受保険会社】
損害保険ジャパン日本興亜株式会社
団体・公務開発部 第三課
〒160-8338　東京都新宿区西新宿1-26-1
TEL 03-3349-5408　FAX 03-6388-0162

（注1）日帰り入院とは、日帰り手術のため1日だけ入院と同じような形で病室を使用した場合
などのことをいい、「入院料」の支払いの有無で判断します。

（注2）加入申込書および被保険者健康告知書の内容により、お引き受けをお断りしたり、お引き
受けの条件を制限させていただくことがあります。

（注3）本制度は保険期間の中途でのご加入はできません。

※このポスターは概要を説明したものです。詳しい内容については、取扱代理店または損保
ジャパン日本興亜までお問い合わせください。

● 病気による入院・手術を補償します。三大疾病（がん・急性心筋こうそ
く・脳卒中）となった場合の補償もセットできます。

● 病気による入院は、日帰り入院から補償します（注1）。
また、1回の入院につき120日限度、通算1,000日まで補償します。

● ご加入の際、医師の診査は不要です。簡単な告知で加入できます（注2）。
● 保険期間は1年間です。以降1年ごとに自動継続となりますので、
お手間が掛かりません（注3）。

お手続きは簡単です!

無料の健康・介護相談サービス
（損保ジャパン日本興亜・アシスタント
ダイヤル）をご利用いただけます!

平成29年1月1日午後4時から1年間保険期間

安心の団体医療保険５つの特長

SJNK16-06762 2016.8.10

「病気」を補償します!

ご加入年齢 満60歳～満64歳の場合（A型にご加入いただいた場合）
疾病入院保険金 
1日につき

5,000円
23,070円入院保険金日額の40倍

重大手術の場合

倍02 の額日金険保院入 ： 術手の中院入
外来の手術 ： 入院保険金日額の 5倍

重大手術以外の場合

団体割引30％の、割安な保険料です!

保険期間1年、年払、
団体割引30%適用（  　　　）

● 議会議員を退職後も、継続して加入できます。
● 議員の皆さまの配偶者も加入できます。
● 満79歳（保険始期日時点の満年齢）まで加入できます。

議員・退職議員の皆さまのための制度です!

（受付時間：平日の午前9時から午後5時まで）

（受付時間：平日の午前9時から午後5時まで）


